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ま
し
た
。
ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し

て
前
田
英
貴
さ
ん
と
土
屋
有
里
佳

さ
ん
が
成
人
と
な
っ
た
豊
富
や
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

両
会
場
と
も
友
人
と
の
久
し
ぶ

り
の
再
会
を
喜
び
あ
う
姿
や
恩
師

ら
と
思
い
出
話
を
す
る
姿
が
見
ら

れ
、
会
場
に
は
す
が
す
が
し
い
笑

顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
に
先
立
ち
十
二
月

に
、
旧
園
部
町
、
旧
日
吉
町
で
も

成
人
式
が
行
わ
れ
二
十
歳
の
門
出

を
祝
い
ま
し
た
。

美
山
町
で
は
一
月
八
日
、
美
山
文

化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
成
人
を
祝
う

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
八

木
町
で
は
一
月
九
日
、
八
木
公
民
館

に
お
い
て
「
南
丹
市
八
木
町
成
人

式
」
が
開
催
さ
れ
、
二
十
歳
を
迎
え

る
新
成
人
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

対
象
者
は
い
ず
れ
も
、
昭
和
六
〇

年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
六
十
一
年

四
月
一
日
生
ま
れ
の
方
（
八
木
町

百
十
一
人
・
美
山
町
六
十
五
人
）で
、

美
山
町
は
第
九
回
美
山
中
学
校
卒

業
生
も
対
象
と
さ
れ
ま
し
た
。

美
山
町
で
は
、
中
島
参
与
が
式
辞

を
述
べ
た
後
、
南
丹
市
よ
り
新
成
人

へ
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
声
楽
家
　
中
橋
怜
子
さ
ん
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
に
続
き
、
第
二
部

で
は
、
友
人
や
小
・
中
学
校
の
恩
師

を
交
え
て
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

一
方
、
八
木
町
で
は
國
府
参
与

が
「
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、

自
ら
の
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
を
重

ね
心
豊
か
な
人
生
を
歩
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
た
ほ
か
、
来

賓
一
人
ひ
と
り
か
ら
新
成
人
へ
の
期

待
と
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ

―
美
山
・
八
木
町
で
成
人
式
―

▲話が弾んだ懇談会（八木）

二
十
歳
の
決
意
新
た
に
記
念
撮
影（
八
木
）

笑
顔
ほ
こ
ろ
び
記
念
撮
影（
美
山
）
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